
三根久昌氏文書概要

2:文書群名 三根久昌氏文書

3:出所 三根久昌家

5:地名 摂津国川辺郡下坂部村／兵庫県川辺郡下坂部村／川辺郡小田村下坂部／
尼崎市下坂部／尼崎市下坂部2丁目

6:行政区分 池田重利領／尼崎藩領／旗本青山氏(幸正系)･同(幸高系)入組／兵庫県
第11区／下坂部組戸長役場／小田村／尼崎市

4:家業・役職等 近世：下坂部村(幸正系青山氏領)庄屋・年寄
近代：下坂部村区長代理

7:歴史 三根家については、近世後期に下坂部村の庄屋を勤めていたこと以外
は不明である。下坂部村は市域東部、久々知をはさんで上坂部の南東に
位置する。近世の同村は池田重利所領、尼崎藩領を経て、寛永20年
(1643)尼崎藩より分知された旗本青山氏(幸正系)と同(幸高系)の入組と
なった。村の大部は幸正系青山氏領で、三根家は同領の庄屋であった。

8:伝来 尼崎市史編集時に借用・整理が行なわれ、その後三根氏へ返却・保管
されていた。平成7年(1995)1月の阪神・淡路大震災の際に母屋と蔵が損
壊、同月27日に撤去のため史料の寄託申し込みがあり、2月24日に三根
氏より寄託。

10:点数 765点（目録件数713件）

11:年代 寛文6年(1666)～昭和4年(1929)

12:構造と内容 本文書群は主に、①近世の支配・法令関係、②近世の土地・貢租関
係、③近世の下坂部村関係、④近世・近代の金融関係、⑤近世の水利関
係からなる。①は御用状や領主無尽講関係、救恤などがある。②は年貢
関係の帳面が多く、御用金なども見られる。③は諸入用帳や村明細帳の
ほかに庄屋退役に関する書類が目立つ。④は近世から近代にかけて土地
売渡証文・質地証文・借用証文などの証文類が多数を占めている。この
他に一乗院や堺役所の名目銀についての史料が見受けられる。⑤は三平
井・大井での井普請や水貰いなどに関するものがある。

13:関連史料 -

1:文書群番号 094102

14:閲覧条件 原本

9:史料入手先 三根久昌氏（原蔵者）

15:作成者 中村由佳

尼崎市立地域研究史料館


